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V315a 硬X線偏光検出気球実験XL-Caliburの現状と噛み合わせ試験の報告
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XL-Caliburは，日米瑞の国際協力で行われる 15–80 keVの硬 X線域で高感度な偏光観測を目標とする気球実
験計画である。本計画では，口径 45 cmのWolter-I型 2回反射斜入射望遠鏡を搭載し，12 m先の偏光計に硬X
線を集光する。我々は 2020年 12月までにこの望遠鏡の反射鏡フォイルの位置調整を，2021年 6月に望遠鏡の性
能測定を大型放射光施設 SPring-8のBL20B2にて行った。その結果，角度分解能・有効面積ともに要求を満たす
結果となった (鴨川他 2021年度秋季年会V310b)。
以上で望遠鏡の調整は終了し，2022年のスウェーデンからのフライトに先駆けて，2021年 11月 4日から 11月

17日の期間に NASA/Wallops Flight Facility(WFF)にて望遠鏡と偏光計，姿勢制御系の噛み合わせ試験を行っ
た。試験では 12 m長のトラスの両端に偏光計と望遠鏡の FM品と同等の重さの BBMを取り付け、取り付け位
置やバランスの確認を行った。さらに，フライトを想定した姿勢制御試験を行い，十分な制度で制御できている
ことの確認ができた。本講演では，XL-Calibur計画の準備状況とWFFでの試験の結果について報告する。


